
令和８年２月１日
第105号

二十歳の集い
おめでとうございます
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謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な

る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
憲
政
史
上
初
め
て
の
女
性
首
相
が
誕
生
し
ま
し
た
。
高
市

早
苗
首
相
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
・
関
西
万
博
が
、
来
場
者
数
が
２
５
５
７
万
人
に
達
す
る
な
ど

盛
会
の
う
ち
に
開
幕
し
ま
し
た
。

県
内
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
第
２
工
場
の
建
設
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
県

立
水
俣
高
校
で
は
、
半
導
体
情
報
科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
半
導
体
関
連
の
波

及
効
果
を
期
待
し
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
台
湾
台
中
市
大
安
区
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
ま
た
、
台
湾
花
蓮
県
で
の
国
際
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
本

市
の
チ
ー
ム
も
出
場
し
ま
し
た
。
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
な
ど
の
分
野
で
の

交
流
を
期
待
し
ま
す
。

た
だ
、
よ
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
内
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加

に
伴
い
、
観
光
地
に
外
国
人
が
あ
ふ
れ
、
国
民
が
気
軽
に
国
内
旅
行
が
で
き
な

い
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
メ
不
足
か
ら
コ
メ
価
格
が
高
騰
し
、
政

府
備
蓄
米
の
放
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
メ
価
格
に
つ
い
て
は
、
今
で
も
高
止

ま
り
の
ま
ま
で
、
市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

市
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
災
害
対

策
や
教
育
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
な
ど
取
り
組
む
べ
き
多
く
の
重
要
課
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
行
政
と
と
も
に
本
市
の
発
展
の
た
め
に
精
一

杯
傾
注
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
議
会
に
対
す
る
皆
様
の
温
か
い
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
健
康
で
幸
せ
に
満
ち
た
一
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
市
政
及
び
市
議
会
に
対
す
る
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
水
俣
・
芦
北
地
域
で
は
、
産
業
の
振
興
、
観
光
資
源
の
活
用
、
住

民
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
「
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
計
画
」
が
国
の
支
援
の
も

と
、
熊
本
県
と
地
元
１
市
２
町
の
連
携
に
よ
り
策
定
・
実
行
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
昭
和
54
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
七
次
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た

成
果
と
検
証
を
踏
ま
え
、
来
る
令
和
８
年
度
か
ら
は
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
第

八
次
の
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
私
た
ち
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
た

な
計
画
に
基
づ
く
様
々
な
事
業
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
注
視
し
、
こ
れ

を
後
押
し
す
る
前
向
き
な
提
言
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
末
に
は
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
熊
本
・
鹿
児
島
両
県
の
架
け
橋

と
な
る
境
川
橋
（
仮
称
）
の
連
結
式
が
行
わ
れ
、
九
州
の
南
北
が
一
つ
に
な
る

未
来
が
さ
ら
に
近
づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
本
市
発
展
の
好
機
と
す
る
た
め
、
単

な
る
通
過
点
で
な
く
目
的
地
と
な
る
よ
う
、
先
を
見
据
え
た
施
策
を
民
間
・
行

政
・
議
会
が
知
恵
を
出
し
合
い
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
で
は
、
令
和
６
年
に
議
員
定
数
、
政
治
倫
理
、
議
員
資
質
向

上
等
を
検
討
す
る
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
会
議
を
重
ね

調
査
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
議
員
の
政
治
倫
理
問
題
に
関

す
る
陳
情
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
内
容
か
ら
重
要
か
つ
慎
重
審
査
す
べ
き
案
件
と

し
て
、
現
在
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
責
任
あ
る
結
論

を
お
示
し
す
る
た
め
、
引
き
続
き
真
摯
に
審
議
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
特
別

委
員
会
の
目
的
と
す
る
議
員
定
数
、
政
治
倫
理
等
の
検
討
も
し
っ
か
り
と
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
令
和
８
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

時代のニーズに対応できる
議会運営を目指して

水
俣
市
議
会
副
議
長

田　

口　

憲　

雄

水
俣
市
議
会
議
長

岩　

村　

龍　

男
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番号 議案名 番号 議案名

議第74号 令和６年度水俣市水道事業会計決算
認定及び剰余金処分について 議第92号 令和７年度水俣市一般会計補正予算

（第５号）

議第75号 令和６年度水俣市公共下水道事業会
計決算認定及び剰余金処分について 議第93号 令和７年度水俣市一般会計補正予算

（第６号）

議第76号 令和６年度水俣市病院事業会計決算
認定及び剰余金処分について 議第94号 令和７年度水俣市国民健康保険事業

特別会計補正予算（第３号）

議第80号 令和６年度水俣市一般会計決算認定
について 議第95号 令和７年度水俣市後期高齢者医療特

別会計補正予算（第３号）

議第81号 令和６年度水俣市国民健康保険事業
特別会計決算認定について 議第96号 令和７年度水俣市介護保険特別会計

補正予算（第３号）

議第82号 令和６年度水俣市後期高齢者医療特
別会計決算認定について 議第97号 令和７年度水俣市介護保険特別会計

補正予算（第４号）

議第83号 令和６年度水俣市介護保険特別会計
決算認定について 議第98号 令和７年度水俣市水道事業会計補正

予算（第１号）

議第84号 水俣市長等の給与に関する条例等の
一部を改正する条例の制定について 議第99号 令和７年度水俣市公共下水道事業会

計補正予算（第２号）

議第85号

水俣市特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について

議第100号 令和７年度水俣市公共下水道事業会
計補正予算（第３号）

議第86号
水俣市家庭的保育事業等の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

議第101号 令和７年度水俣市病院事業会計予算
の追認について

議第87号
水俣市放課後児童健全育成事業の設
備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議第102号 令和７年度水俣市病院事業会計補正
予算（第２号）

議第88号
水俣市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の
制定について

議第103号 工事請負契約の変更について

議第89号
水俣市上下水道事業企業職員の給与
の種類及び基準を定める条例の一部
を改正する条例の制定について

議第104号 工事請負契約の変更について

議第90号
水俣市病院事業企業職員の給与の種
類及び基準を定める条例の一部を改
正する条例の制定について

議第105号 令和７年度水俣市一般会計補正予算
（第７号）

【全会一致で可決・認定・承認した議案】

令和７年12月定例会採決結果
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【令和７年度会計別補正予算】� （千円）

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計　（第５号） 54,656 16,200,367

一般会計　（第６号） 211,751 16,412,118

一般会計　（第７号） 328,263 16,740,381

国民健康保険　（第３号） 1,646 3,371,291

後期高齢者医療　（第３号） 730 558,435

介護保険　（第３号） ▲1,687 3,806,581

介護保険　（第４号） 546 3,807,127

水道事業（収益的収入） ▲226 429,061

水道事業（収益的支出） ▲1,037 402,046

水道事業（資本的支出） ▲38 539,615

公共下水道事業（第２号）（収益的収入） 1,733 840,250

公共下水道事業（第２号）（収益的支出） 1,733 837,399

公共下水道事業（第２号）（資本的収入） 195 244,950

公共下水道事業（第２号）（資本的支出） 195 514,391

公共下水道事業（第３号）（資本的収入） 1,300 246,250

公共下水道事業（第３号）（資本的支出） 1,300 515,691

病院事業会計（第２号）（収益的収入） 9,205 8,361,767

病院事業会計（第２号）（収益的支出） 9,205 8,358,390

病院事業会計（第２号）（資本的収入） ▲6,100 228,354

病院事業会計（第２号）（資本的支出） ▲6,182 962,387

可決された補正予算
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12月定例会の報告
総
務
産
業
委
員
会

●
単
県
道
路
整
備
事
業
負
担
金

�

８
５
５
万
円

　

梅
戸
・
明
神
町
線
、
汐
見
町
１
号
線
の

道
路
改
良
に
係
る
費
用
で
す
。

●
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
負
担
金

�

４
７
５
万
円

●
物
価
高
騰
対
策
生
活
応
援
商
品
券
給
付
金

�

２
億
５
４
４
０
万
円

　

全
市
民
向
け
に
１
人
当
た
り
１
万
２
０

０
０
円
分
の
商
品
券
を
配
布
し
ま
す
。

※
議
会
終
了
後
、
国
か
ら
の
交
付
金
配
分
額

の
決
定
を
受
け
、
１
人
当
た
り
１
万
５
０

０
０
円
に
増
額
す
る
予
定
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
先
端
環
境
技
術
等
開
発
促
進
事
業

・
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
技
術
開
発
促

進
事
業　

３
６
０
５
万
円

　

市
内
２
か
所
に
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽

電
池
を
設
置
し
発
電
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
設
置
工
法
等
の
検
討
な
ど
を
行
う
も

の
で
す
。

・
磁
性
微
粒
子
技
術
実
証
事
業２

２
２
８
万
円

　

流
行
性
感
染
症
ウ
イ
ル
ス
を
対
象
と
す

る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
監
視
）
へ
の

応
用
を
通
し
た
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
が
有
す
る
磁
性

微
粒
子
技
術
の
高
度
化
に
向
け
た
取
組
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

※
財
源
と
し
て
は
熊
本
県
「
環
境
首
都
」
水

俣
・
芦
北
地
域
創
造
補
助
金�

５
２
５
０
万

円
●
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当

５
８
０
０
万
円

　

児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
を
養
育
す
る

父
母
を
対
象
に
、
子
供
１
人
当
た
り
一
律

２
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
（
乳
児
等
通

園
支
援
事
業
）
の
創
設
に
伴
い
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例
で
定
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

総
務
産
業
委
員
会

●
水
俣
市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

●
水
俣
市
上
下
水
道
事
業
企
業
職
員
の
給
与

の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

主
な
補
正
予
算

条
例
の
制
定

条
例
の
一
部
改
正
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厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

虐
待
防
止
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
制

定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

健
康
管
理
の
円
滑
な
実
施
等
を
図
る
た

め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う

地
域
限
定
保
育
士
制
度
の
導
入
等
の
た

め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
病
院
事
業
企
業
職
員
の
給
与
の

種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
７
年
人
事
院
勧
告
等
に
基
づ
く

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
等
及
び
地
方

公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴

い
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
水
俣
市
病
院
事
業
使
用
料
及
び
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

昨
今
の
物
価
、
光
熱
水
費
の
高
騰
及

び
人
件
費
の
上
昇
等
に
よ
り
文
書
作
成

に
要
す
る
経
費
や
施
設
の
維
持
管
理
等

に
係
る
経
費
を
含
む
各
種
コ
ス
ト
が
増

加
し
て
い
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備
（
護

岸
そ
の
８
）
工
事

　

護
岸
に
使
用
す
る
石
材
の
単
価
が
上
昇

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
（
変
更
前
）
１
億
９
６
６
８
万
円

　
（
変
更
後
）
２
億
６
５
４
万
円

●
生
態
系
に
配
慮
し
た
渚
造
成
整
備
（
護

岸
そ
の
９
）
工
事

　

護
岸
上
部
工
の
施
工
条
件
が
海
上
施
工

か
ら
陸
上
施
工
に
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
（
変
更
前
）
４
億
６
０
９
０
万
円

　
（
変
更
後
）
４
億
５
６
４
１
万
円

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

（
撤
回
承
認
）

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
６
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

（
撤
回
承
認
）

●
水
俣
市
役
所
新
庁
舎
建
設
工
事
に
係
る

松
本
市
議
会
議
員
の
政
治
倫
理
行
為
に

関
す
る
調
査
・
し
か
る
べ
き
処
遇
を
求

め
る
陳
情

（
継
続
審
査
）

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
提
供
体
制

を
守
る
た
め
、
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者

の
処
遇
改
善
に
つ
な
げ
る
報
酬
10
％
以

上
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
審
査
）

●
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
改
善
、
大
幅
な

処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情（

継
続
審
査
）

●
夜
勤
規
制
と
大
幅
増
員
で
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
を
求
め
る
陳
情

（
継
続
審
査
）

●
ゆ
た
か
な
学
び
の
実
現
・
教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
６
年

度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

（
不
採
択
）

工
事
請
負
契
約
の
変
更

陳

情
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事案

会
派 真志会 自民

新未来
Iʼs
水俣

日本
共産党

光
政
会

公
明
党

こ
ど
も

未
来
会

参
政
会

ネ
ク
ス
ト

す
ま
い
る

結果議
員
名

杉
本　

康
宏

木
戸　

理
江

小
路　

貴
紀

桑
原　

一
知

真
野　

頼
隆

森
川　

武
治

田
口　

憲
雄

杉
迫　

一
樹

藤
本　

寿
子

高
岡　

朱
美

平
岡　

朱　

松
本　

和
幸

牧
下　

恭
之

吉
野　

誠　

肥
山　

美
緒

岩
村　

龍
男

議第91号　水俣
市病院事業使用
料及び手数料条
例の一部を改正
する条例の制定
について

賛
否 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 否 否 賛 賛 賛 賛 議

長

賛成：13
反対：２
により可決

（反対討論）
⃝　多くの市民が物価高騰に苦しんでいる中、医療機関利用者はさ
らに困難に直面しており診断書等は支援にアクセスするために不
可欠な書類である。医療センターには市民の最後の砦としての役
割を果たしていただき、より親切であってほしいと願い条例改正
には反対である。

陳第11号　ゆた
かな学びの実
現・教職員定数
改善をはかるた
めの、2026年度
政府予算に係る
意見書提出を求
める陳情につい
て

議
員
名

杉
本
木
戸
小
路
桑
原
真
野
森
川
田
口
杉
迫
藤
本
高
岡
平
岡
松
本
牧
下
吉
野
肥
山
岩
村

賛成：４
反対：11
により不採択

賛
否 否 否 否 否 否 否 否 賛 賛 賛 賛 否 否 否 否 議

長

（賛成討論）
⃝　長年教職員の待遇改善については、様々な改革が言われてきた。
少人数学級の提案、加配教員の増員、また「業務の３分割」を始
めとして施策に財政措置が必要であるという今回の要望について
は、重く受けとめ、国への意見書を出すべきと考える。
⃝　教育に人とお金を投じない国は、将来、社会全体がその代償を
支払うことになる。子どもたちの教育の機会を補償するためには、
教職員の働く環境を改善することが必要不可欠であり、議会とし
て実現を後押しすることは当然の役割である。

賛 否 の 分 か れ た 事 案
審 議 結 果

（審査等の経緯）　※秘密会で開催、地方自治法第117条により関係議員除斥
日　　時 審　査　等　概　要

令和７年10月20日
陳第６号に関し、10月7日の委員会で関係議員から詳細な説明を受けたことを踏まえ、この陳情に対する取扱
いやしかるべき処遇等について審議を行った。また陳情の添付資料の一部が係争中の裁判に提出されている
書類である可能性があることが分かり、さらに慎重な判断が必要として、引き続き継続審査とした。

　　　　12月12日
添付資料が係争中の裁判に提出されたものと同一であるということが関係議員及び陳情者の双方から口頭で
の確認が取れたものの、音声データに基づく証拠書類が有効かどうかの疑義があることを踏まえ、継続審査
とすべきとの意見があり、賛成多数で継続審査と決定。

（審査の結果）
事　　案　　名 意　　見 審議結果

【陳第６号】水俣市役所新庁舎建設工事に係る
松本市議会議員の政治倫理行為に関する調
査・しかるべき処遇を求める陳情について

陳情及び添付資料に、政治倫理審査会に提出されたもの以外
の内容も含まれていること、係争中の裁判に関わるものであ
る可能性があること等から慎重な調査が必要。

継続審査
（賛成多数）

　特別委員会は、今後も議会における政治倫理の問題や関連する資料の取扱い等を慎重に検討し、適切な対応に努めていきます。

委員長：小路貴紀　副委員長：松本和幸（除斥）
委　員：肥山美緒・杉本康宏・森川武治・高岡朱美・藤本寿子・桑原一知議会改革特別委員会
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＊各常任委員会で交わされた主な質疑の内容です。

（12月定例会）
条例の制定１件、条例の一部改正５件、予算の追認
１件、補正予算８件、陳情４件

●議第88号　水俣市乳児等通園支援事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の制定について
質疑－本制度は、全国の保育所での利用が可能との

ことだが、利用したいときにすぐ利用できる
体制か

答弁－事前にオンライン面接などで、子供の特性を
把握した上で利用開始となる。

質疑－たとえば東京で保育園に預けていて、里帰り
出産で熊本に帰ってきている人は利用できる
のか

答弁－保育所や認定こども園を既に利用中の場合
は、対象外である。

●議第91号　水俣市病院事業使用料及び手数料条
例の一部を改正する条例の制定について
質疑－文書料などの料金設定は他の病院を参考にし

たとのことだが、同程度の料金か
答弁－県内の公立病院や近隣の公立病院を参考にし

ており、他の公立病院と比較しても新料金は
妥当である。

●議第93号　令和７年度水俣市一般会計補正予算
第６号中付託分
質疑－後期高齢者医療広域連合負担金の療養給付費

が当初の見込みを上回ったことについて、他
の自治体の状況は

答弁－広域連合が過去５年間の市町村ごとの実績を
もとに概算払いを行っており、今回、決算後
に本市と同様に追加負担が発生したのは、約
半数の21市町村である。

●議第105号　令和７年度水俣市一般会計補正予算
第７号中付託分
質疑－対象者への支給漏れ防止のための対応と、新

生児に対する案内の対応方法は
答弁－児童手当の受給者には案内チラシの送付を予

定しており、新生児については、市民課と連
携し、出生の状況を把握して支給漏れがない
よう努めたい。

（12月定例会）
条例の一部改正２件、補正予算６件、契約の変更２
件

●議第100号　令和７年度水俣市公共下水道事業会
計補正予算第３号
質疑－大規模下水道管路調査の見通しは
答弁－１月に調査を行い、２月末までに調査結果を

まとめ、国に報告する。
質疑－調査対象となる管路の延長や地域は
答弁－調査対象となるのは、直径が２メートルを超

える暗渠であり、延長は2.3キロメートルで
ある。主な箇所は、高齢者福祉センター付近
から浄化センターへ向かう道路下、桜ケ丘の
ちどり保育園付近から白浜町の有限会社開田
建設付近へ向かう道路下、多々良町の踏切付
近から生協くまもと港町店横を通り、新百間
排水路につながる水路である。

●議第105号　令和７年度水俣市一般会計補正予算
第７号中付託分
質疑－商品券がどのような店舗で多く使われたのか

これまで調査を行ったことがあるか
答弁－プッシュ型で商品券を発行する事業は今回初

だが、これまで商工会議所が実施されたプレ
ミアム商品券では、２割から３割は商店街な
どで使われているとお聞きしたことがある。

南九州西回り自動車道国道３号芦北出水道路　
境川橋（仮称）連結式
（12月７日、境川橋　橋面上）
　水俣市袋と出水市を結ぶ芦北出水道路　境川
橋（仮称）の連結式が開催され、高速交通対策
特別委員会委員が出席しました。

委員長：木戸　副委員長：高岡
杉迫・吉野・杉本・森川・岩村・桑原厚生文教 委員長：真野　副委員長：松本

平岡・肥山・藤本・小路・牧下・田口総務産業

【高速交通対策特別委員会の報告】

88



No.105

令和６年度 特別会計・企業会計決算審査報告

特別会計、企業会計の全事業について、全員異議なく認定及び可決すべきものと決定しました。
なお、各事業における質疑は次のとおりです。

（万円）

水道事業 公共下水道事業 病院事業 国民健康保険事業 後期高齢者医療 介護保険

収益的収入 45,675 86,677 708,563 歳入 333,553 50,529 378,392

収益的支出 39,361 85,176 760,616 歳出 327,606 50,396 369,563

差引 6,314 1,501 ▲52,053 差引 5,947 133 8,829

当年度純利益
（消費税等調整後純利益） 4,120 1,088 ▲54,648 　歳入歳出差引額については、全額翌年度に繰り越し

資本的収入 10,671 19,049 62,902

資本的支出 31,714 46,293 109,601

差引 ▲21,043 ▲27,244 ▲46,699

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

質
疑　

医
療
費
削
減
の
た
め
の

取
組
は
ど
の
よ
う
か

答
弁　

日
頃
か
ら
通
院
し
て
い

る
人
と
、
重
症
化
し
て
か
ら
病

院
を
受
診
す
る
人
と
で
は
、
医

療
費
に
明
ら
か
に
差
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
た
め
、
日
常
的
に

健
診
を
受
け
て
も
ら
う
よ
う
市

民
へ
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

後
期
高
齢
者
医
療

　

質
疑
な
し

介
護
保
険

質
疑　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ド
ラ
イ

バ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

答
弁　

高
齢
者
な
ど
移
動
が
困

難
な
人
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

車
に
よ
る
送
迎
を
し
て
も
ら
う

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ま

だ
制
度
化
で
き
て
お
ら
ず
、
モ

デ
ル
と
し
て
実
施
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

企
業
会
計

公
共
下
水
道
事
業

質
疑　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
耐
震

化
を
含
む
改
築
工
事
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
だ
が
、
管
路
の
耐

震
診
断
の
状
況
は
ど
う
か

答
弁　

平
成
９
年
度
に
耐
震
基

準
が
改
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

以
前
の
も
の
に
つ
い
て
は
耐
震

計
算
が
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
そ
の
後
設
置
さ
れ
た

幹
線
に
つ
い
て
は
耐
震
化
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
枝
線
に

つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
耐
震

性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

病
院
事
業

質
疑　

医
療
セ
ン
タ
ー
の
外
来

患
者
数
が
減
少
し
、
入
院
患
者

数
が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
何

か答
弁　

人
口
減
少
の
影
響
で
外

来
患
者
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、

伊
佐
地
域
な
ど
と
急
性
期
の
連

携
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
入
院

患
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

質
疑　

４
名
の
研
修
医
の
受
入

れ
に
つ
い
て
、
本
市
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か

答
弁　

地
域
医
療
に
貢
献
で
き

る
医
師
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

に
受
け
入
れ
て
お
り
、
研
修
医

が
い
る
こ
と
で
、
教
え
る
側
も

学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

病
院
の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

る
。

質
疑　

水
俣
高
校
と
熊
本
保
健

科
学
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か

答
弁　

水
俣
市
、
水
俣
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
、
水
俣
高
校
、

熊
本
保
健
科
学
大
学
の
４
者
で
、

将
来
的
な
地
域
の
保
健
医
療
福

祉
人
材
の
確
保
を
目
的
と
し
て
、

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
水
俣
高

校
か
ら
熊
本
保
健
科
学
大
学
看

護
学
科
に
進
学
し
た
場
合
は
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
奨
学
金
を
優

先
的
に
貸
与
し
、
大
学
卒
業
後

は
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
入
職
し
て

も
ら
う
と
い
う
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、建設改良積立金、
過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、当年度分消費税等資本的収支調整額で補填

9



No.105

令和６年度 一般会計決算審査報告

委員長：小路貴紀　　副委員長：藤本寿子
委　員：平岡朱　肥山美緒　吉野誠　杉本康宏　森川武治

　委員会は、10月29日から30日までの日程で開催しました。各担当部・課から説明を受け、詳細
にわたって質疑、審査を行いました。その結果、歳入第１款市税のうち市民税について、令和７年
度に適正に処理する措置を講じてほしいとの意見を添えることを全員で確認した上で、全員異議な
く認定すべきものと決定しました。

質
疑　

自
立
支
援
給
付
費
（
就
労
支
援
）
に
お

い
て
、
障
害
者
の
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
に
つ

い
て
、
情
報
共
有
は
行
わ
れ
て
い
る
か

答
弁　

定
期
的
で
は
な
い
が
、
利
用
者
の
サ
ー

ビ
ス
更
新
の
際
や
相
談
員
か
ら
の
報
告
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
行
っ
て
い
る
。

質
疑　

海
岸
漂
着
物
の
処
理
に
つ
い
て
、
昨
年
、

国
土
交
通
省
の
環
境
海
洋
整
備
船
「
海
煌
」
が

来
て
処
理
を
行
っ
た
が
、
今
年
も
実
施
し
て
も

ら
え
る
か

答
弁　

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き

た
い
。

質
疑　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業
の
今

後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
か

答
弁　

湯
の
児
、
湯
の
鶴
の
両
方
の
温
泉
に
入

浴
す
る
と
い
う
機
能
温
泉
浴
を
広
げ
て
い
こ
う

と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
、
今
年
度

か
ら
新
た
に
創
設
し
た
賑
わ
い
補
助
金
制
度
を

活
用
し
て
、
旅
館
業
の
支
援
及
び
温
泉
地
で
の

飲
食
店
創
業
に
つ
な
が
る
取
組
を
進
め
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
る
。

質
疑　

県
道
路
整
備
事
業
負
担
金
の
中
で
市
町

村
道
路
代
行
事
業
に
つ
い
て
、
事
業
の
概
要
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
か

答
弁　

梅
戸
・
明
神
町
他
１
路
線
は
市
道
で
あ

る
が
、
技
術
的
な
問
題
も
あ
り
、
県
が
事
業
を

代
行
し
、
実
施
を
し
て
い
る
。
８
月
か
ら
測
量

設
計
に
入
っ
て
お
り
、
現
在
、
交
差
点
部
分
の

協
議
を
警
察
と
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ

の
後
、
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、
用
地
補
償
に

進
み
、
令
和
12
年
３
月
末
く
ら
い
を
目
標
に
工

事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
に
つ
い
て
、
処
理

方
法
及
び
狩
猟
免
許
保
有
者
登
録
数
は
何
人
く

ら
い
か

答
弁　

処
理
方
法
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
埋

設
で
あ
り
、
捕
獲
に
従
事
さ
れ
る
猟
友
会
の
方

は
、
現
在
80
人
以
上
登
録
さ
れ
て
い
る
。

質
疑　

環
境
保
全
型
農
業
推
進
事
業
に
つ
い
て
、

面
積
が
減
っ
た
理
由
は
何
か
、
目
標
面
積
を
増

や
す
予
定
は
な
い
か

答
弁　

環
境
保
全
型
農
業
は
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
取
り
組
ん
で
み
た
も
の
の
環
境
保
全
型

直
接
支
払
い
事
業
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
も
あ
る
。
目
標
面
積
も
拡
大
し
て
い
け

れ
ば
と
い
う
思
い
は
あ
る
が
、
通
常
の
農
業
に

比
べ
て
大
変
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
厳
し
い
と

思
わ
れ
る
。

質
疑　

学
力
向
上
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
熊
本

県
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
、
平
均
を

上
回
っ
た
２
教
科
は
何
か
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
導
入
す
る
以
前
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し

て
か
ら
の
調
査
結
果
に
何
か
し
ら
の
因
果
関
係

が
あ
る
か

答
弁　

平
均
を
上
回
っ
た
２
教
科
は
、
小
学
校

６
年
生
の
算
数
と
中
学
校
１
年
生
の
英
語
で
あ

る
。
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
が
小
学

校
３
年
生
か
ら
中
学
校
２
年
生
ま
で
を
調
査
す

る
も
の
で
、
今
回
が
平
均
を
２
教
科
し
か
上

回
っ
て
い
な
い
が
、
同
一
集
団
を
追
い
か
け
て

見
る
と
、
若
干
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況

で
は
あ
る
。

【歳出】
164億6,864万円

【歳入】
175億5,079万円

義務的経費
83億360万円
50％

その他の経費
66億2,128万円
40％

投資的経費
15億4,375万円
9％

市税
32億3,008万円
18％

その他
30億4,086万円
17％

市債
10億1,850万円
6％

県支出金
14億8,989万円
9％

国庫支出金
28億3,288万円
16％

地方交付税
59億3,858万円
34％
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厚生文教常任委員会視察報告

総務産業常任委員会視察報告
◎視察メンバー

　真野委員長、松本副委員長、平岡、肥山、藤本、小路、牧下、田口

◎視察内容

１　10月15日（水）　兵庫県丹波篠山（たんばささやま）市
　○　竹害対策及び竹の利活用の取組について　　農村環境課
・竹害対策として、竹粉砕機２台、無煙炭化器１台の貸出を行い、竹林面積は増加傾
向にある。
・「丹波篠山竹取物語」を制作したことで、竹の伐採から粉砕、竹チップの利活用までの一連の流れが体系化され、市
民が自ら伐採や処理に取り組みやすくなる環境が整い、地域全体での竹林管理への関心が高まった。
・竹チップは土壌改良剤として活用したりしているが、竹を商業利用するには課題が多い。

２　10月16日（木）　和歌山県西牟婁（にしむろ）郡白浜町
　○　ワーケーションの推進について　　総務課
・町域の約81％が森林であり工場誘致に向かない立地であることなどから、IT企業の誘致に取り組んできた。
・コロナ禍において、社会全体でのテレワーク・ワーケーションの推進もあり、進出企業数が増加した。
・令和７年10月末時点で、進出企業は15社であり、100名以上の地元の雇用創出に寄与している。
・コロナ後のワーケーションの目的は、社員の福利厚生やイノベーションから人材獲得に変わってきている。

　○　観光振興施策について　　観光課
・白浜温泉街活性化構想推進計画を定め、取り組んでいる。
・宿泊予約サイトでの予約に対し割引クーポンを発行し、利用者属性データを得て、戦略策定に活用している。
・観光バスツアーやスポーツ合宿に補助金を交付している。
・リピート客へのおもてなしとして、「また来てねキャンペーン」を実施している。

◎視察メンバー

　木戸委員長、高岡副委員長、杉迫、吉野、松本、森川、岩村、桑原

◎視察内容

１　10月21日（火）　香川県三豊市
　○　株式会社エコマスター　バイオマス資源化センターみとよについて

・好気性発酵乾燥方式を採用し混合ごみの状態の燃やせるごみを受入れている。行政負
担のない民間運営であり、ごみ受入れ委託料で運営が賄える。24,800円／トン→年間２億5,000万円の委託料。
・同敷地内で乾燥・脱臭を行い、固形燃料用原料として地元企業の製紙産業に提供。
・バイオフィルタープール内で工場用水を発酵のために再利用、中の木質チップも地元排出の建築廃材を利用し、臭気
は微生物分解により99％抑制。

２　10月22日（水）　香川県高松市・小豆島町
　○　小豆島町教育委員会　ＩＣＴを活用した学校教育について　　こども教育課

・タブレットの全員貸与により教育活動への利点を増やし、主体的な学びの促進に繋がっている。タブレット持ち帰り
に合わせ全家庭のWi-Fi 整備を行い、ＡＩドリルを導入し家庭での主体的な学習に取り組めており、ＡＩ採点システ
ム導入で、テストが自動採点可能となり、教職員の負担減。
・教室に大型モニターを配置し、デジタル教科書や提出課題の検証・発表など多彩な授業が可能となった。全国学力調
査はおおむね高評価。

＼あなたの写真で表紙を飾ってみませんか／
「議会だより編集員会」では、開かれた議会を目指し市民に親しまれ、議会活動をより身近
に感じていただく取組の一環として、表紙写真の公募を始めます。
詳しい応募方法などは、水俣市議会ホームページをご覧ください。

（右のQRコードを読み取ると、ホームページをご覧いただけます。）
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トピックス

八代・天草シーライン構想推進大会（１月18日）
　八代・天草地域を10分で結ぶ海上道路（シーライン） 
実現に向け、国、県、地元関係者が結集。シーライン
構想推進議連メンバーとして岩村議長、小路議員も参
加しました。

第33回熊本県市議会議員研修会
（オンライン研修会）（１月30日）
演題：防災・危機管理の再点検、進化するBCP
　　　～災害に強い自治体の作り方～
講師：防災システム研究所所長、
　　　防災・危機管理アドバイザー　山村武彦氏

水俣市表彰式（11月19日）
　水俣市表彰式に出席いたしました。市政発展や地域活動など多岐に
わたる分野で尽力された皆様の姿は、市民の意欲を高める大きな力で
す。その栄誉を深くたたえるとともに、感謝申し上げます。

水俣市議会オンライン委員会体験会（11月20日）
　災害や感染症などにより、議員が会議に参集できない場合を想定し、
オンラインによる委員会の体験会を実施しました。今後も運営上の課
題や改善策を検討しながら、非常時等の対応に備えます。

令和８年「二十歳の集い」（１月11日）
　「二十歳の集い」に出席いたしました。色鮮
やかな晴れ着とりりしいスーツに身を包んだ皆
さんの姿に、未来を担う頼もしさを感じました。
　若者たちが「住み続けたい」「帰ってきたい」
と思うまちづくりに全力を尽くしたいと、決意
を新たにする一日となりました。

台湾台中市大安区との友好交流連携協定締結（10月27日）

台湾台中市政府訪問団来水（11月４日）

　水俣市議会「台湾友好促進議員連盟」は髙岡市長に同行し訪台、
台中市大安区との友好交流協定締結式に出席しました。
　11月14日には台中市政府一行が水俣市を訪問。迅速な相互訪問
により、観光や産業等での継続的な連携強化が期待されます。

肥薩４市議会議員研修会（10月31日）
　本年度は、水俣市において「肥薩４市議会議員研修会」が
開催されました。隣接する出水市、阿久根市、伊佐市の議員
が一堂に会し協力体制の重要性を再確認する貴重な機会とな
りました。持続可能な社会実現に取り組む㈱バイオマスレジ
ン熊本、障害福祉サービス事業所わくワークみなまたの２事
業所から講演を頂きました。

12
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あなたの声を市政に

●小路　貴紀

１．台湾交流について
２．エコパーク水俣の運動施設整備の充実に 

ついて
３．配慮を要する児童に即した学校施設の整備

について
４．中学校部活動の地域展開について
５．次期市長選について

●藤本　寿子

１．水俣のスローフードを生かしたまちづくり
について　

２．株式会社吉永商会の堆肥化作業における 
悪臭などについて

３．風力発電の計画予定である（仮称）肥薩ウ
インドファームの環境影響評価法における、
現段階の進捗状況について

●平岡　朱

１．小中学校での生理用品の設置について

●真野　頼隆

１．市有地の有効活用について
２．先端環境技術等開発促進事業について
３．学校図書館について

●吉野　誠

１．未来への投資について
　（１）本市における子ども施策について　
　（２）水俣高校への支援について
２．学校での読書活動の推進について
　（１）学校で行っている読書の取組について
　（２）学校図書館図書標準について

●肥山　美緒

１．市内の小中学校におけるIＣＴ環境整備体制
について

２．学校に行けない児童・生徒の支援と福祉 
との連携について

３．潜在的な社会的孤立（ひきこもり状態） 
の方々への支援について

●牧下　恭之

１．５歳児健診について　
２．市営住宅の連帯保証人について　
３．合併処理浄化槽補助について
４．多様な子どもが育つ環境づくりのための 

基金について

●木戸　理江

１．本市のスポーツ推進事業について　
２．国保水俣市立総合医療センターの現状に 

ついて

紙面から動画にリンク
各議員の写真の下の二次元コードをスマートフォン
などで読み取ると、その議員の一般質問の動画をご覧
いただけます。
※視聴の際のデータ通信料は利用者の負担となります。
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議員

【検索と置換】（テキスト）文字スタイル指定
　　　　　　　（字形）リュウミン Pr6 R
　　　　　　　　　　問 CID：3824→問 CID：10498　答 CID：3188→答 CID：10761

台
湾
交
流
に
つ
い
て

問
　
台
中
市
大
安
区
と
の

友
好
交
流
協
定
の
経
緯
は

答
　
昨
年
11
月
の
訪
台
時

に
、
台
中
市
政
府
へ
自
治

体
間
交
流
を
打
診
し
、
在

外
公
館
の
台
北
駐
福
岡
経

済
文
化
弁
事
処
を
通
じ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
っ
て
き

た
。
双
方
と
も
に
「
海
」

を
ブ
ラ
ン
ド
に
捉
え
て
、

協
力
し
合
え
る
関
係
で
あ

る
と
判
断
し
た
。

問
　
協
定
の
内
容
及
び
今

後
の
取
組
の
方
向
性
は

答
　
主
な
も
の
は
、
両
者

の
繁
栄
・
発
展
に
協
力
、

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
経
済
・

産
業
・
文
化
な
ど
各
分
野

の
交
流
、
行
政
・
住
民
・

民
間
団
体
な
ど
の
交
流
を

進
め
、
双
方
の
経
済
発
展

に
好
影
響
を
促
し
た
い
。

問
　
競
り
舟
を
通
し
た
、

台
湾
と
の
相
互
交
流
の
評

価
及
び
今
後
の
見
通
し
は

答
　
選
手
同
士
の
親
睦
が

深
ま
り
、
中
華
台
北
ド
ラ

ゴ
ン
ボ
ー
ト
協
会
と
の
関

係
を
築
け
た
こ
と
か
ら
、

本
市
競
り
舟
協
会
と
の
交

流
も
視
野
に
引
き
続
き
相

互
交
流
を
図
り
た
い
。

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の

運
動
施
設
整
備
の
充

実
に
つ
い
て

問
　
運
動
施
設
に
関
し
て
、

市
の
認
識
は

答
　
令
和
６
年
度
の
ス

ポ
ー
ツ
に
係
る
来
場
者
は

７
万
４
千
人
で
、
県
所
管

課
で
あ
る
都
市
計
画
課
及

び
指
定
管
理
者
の
ハ
ー
ト

リ
ン
ク
水
俣
に
よ
っ
て
、

公
園
施
設
だ
け
で
な
く
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
規
模
拡

大
・
機
能
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
運
動
公
園
的
な
見
地

で
施
設
整
備
が
図
ら
れ
る

よ
う
県
に
働
き
か
け
ら
れ

な
い
か

答
　
熊
本
市
・
八
代
市
の

県
営
運
動
公
園
と
比
較
し

て
規
模
や
機
能
が
劣
る
面

も
あ
る
が
、
屋
根
つ
き
施

設
等
の
設
置
も
進
め
ら
れ

て
お
り
、
様
々
な
機
会
を

捉
え
て
県
へ
の
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

配
慮
を
要
す
る
児
童

に
即
し
た
学
校
施
設

の
整
備
に
つ
い
て

問
　
第
一
小
学
校
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
設
計
の
進
捗
は

答
　
関
係
者
及
び
対
象
児

童
を
交
え
た
現
地
立
会
い

を
終
え
た
の
で
設
計
に
入

る
。

問
　
ど
の
よ
う
な
整
備
方

針
か

答
　
校
舎
内
の
段
差
解
消

に
よ
る
フ
ラ
ッ
ト
化
と
、

設
備
転
用
に
よ
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
仕
様
小
型
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た
い
。

問
　
改
修
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は

答
　
騒
音
・
振
動
に
よ
る

授
業
の
妨
げ
と
な
ら
な
い

よ
う
、
来
年
10
月
頃
の
完

了
で
考
え
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
の
地

域
展
開
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
状
況
は
い
か

が
か

答
　
国
・
県
の
方
針
が
定

ま
ら
ず
苦
慮
し
て
い
る
が
、

本
市
で
は
教
育
委
員
会
と

学
校
長
が
責
任
主
体
と
な

り
、
平
日
と
休
日
も
含
め

て
夏
の
中
体
連
大
会
終
了

後
の
令
和
８
年
９
月
か
ら

の
地
域
展
開
を
目
指
す
が
、

状
況
や
課
題
を
確
認
し
分

析
を
重
ね
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

次
期
市
長
選
に
つ
い
て

問
　
現
市
政
の
継
続
を
願

う
一
人
だ
が
、
来
年
２
月

の
市
長
選
に
向
け
、
髙
岡

市
長
の
思
い
は
い
か
が
か

答
　
こ
れ
ま
で
の
施
策
に

よ
り
育
っ
た
芽
を
決
し
て

摘
み
取
っ
て
は
な
ら
な
い
、

水
を
絶
や
し
て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
か
ら
、
積
み

上
げ
て
き
た
経
験
と
培
っ

て
き
た
人
脈
を
最
大
限
に

生
か
し
、
私
し
か
で
き
な

い
市
政
運
営
を
目
指
し
、

３
期
目
の
挑
戦
を
決
意
し

た
。
い
ま
一
度
、
付
託
を

得
ら
れ
た
ら
市
民
の
暮
ら

し
を
第
一
と
し
、
希
望
あ

る
水
俣
の
礎
と
な
る
よ
う

真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。

髙岡市長の３期目出馬への決意表明に対し
現市政の継続を望む市民と共にエールを送る

10 月 27 日友好交流協定締結式

芦北水俣中体連駅伝大会

（真志会）
小路　貴紀
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議員 水
俣
の
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

た
「
テ
ッ
ラ
マ
ー
ド
レ
・

ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
５
in
水

俣
は
、
ど
の
よ
う
な
大
会

で
あ
っ
た
の
か

答
　
テ
ッ
ラ
マ
ー
ド
レ
は

も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
の
ト

リ
ノ
で
開
催
さ
れ
る
食
の

祭
典
で
あ
り
、
本
市
で
は

日
本
版
と
し
て
全
国
で
２

回
目
の
開
催
。
生
産
者
会

議
、
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
等
に
３
千
人

が
集
ま
っ
た
。

問
　
ど
の
よ
う
な
国
、
日

本
の
ど
の
地
域
か
ら
参
加

が
あ
っ
た
の
か

答
　
台
湾
、
韓
国
、
香
港
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
タ

リ
ア
等
か
ら
参
加
が
あ
っ

た
。

問
　
大
会
の
主
な
趣
旨
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た

の
か

答
　
食
に
か
か
わ
る
様
々

な
人
が
集
い
、
交
流
し
発

信
す
る
こ
と
。
ま
た
開
催

地
域
の
価
値
の
掘
り
起
こ

し
を
行
う
こ
と
。

問
　
全
国
で
有
機
農
業
を

基
盤
と
し
た
市
民
農
園
の

取
組
が
あ
る
が
、
施
策
と

し
て
考
え
ら
れ
な
い
か

答
　
有
機
農
業
に
特
化
し

た
施
策
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
水
俣
家
庭
料
理
大
集

合
は
で
き
な
い
か

答
　
久
木
野
地
域
で
既
に

や
っ
て
お
り
、
開
催
す
る

予
定
は
な
い
。

株
式
会
社
吉
永
商
会

の
堆
肥
化
作
業
に
お

け
る
悪
臭
な
ど
に
つ

い
て

問
　
水
俣
市
は
、
吉
永
商

会
へ
の
立
入
検
査
は
行
っ

た
の
か

答
　
７
月
24
日
に
熊
本
県

循
環
社
会
推
進
課
及
び
水

俣
保
健
所
と
共
に
立
入
調

査
に
同
行
し
た
。

問
　
何
が
原
因
で
臭
い
が

ひ
ど
く
な
っ
た
と
言
っ
た

の
か

答
　
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
で

保
管
す
る
期
間
が
一
時
的

に
長
期
間
と
な
り
、
保
管

場
所
の
一
部
が
扉
な
ど
が

な
く
開
放
状
態
に
あ
っ
た

た
め
外
に
臭
気
が
流
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

問
　
本
社
の
施
設
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る

の
か

答
　
保
管
場
所
と
外
部
を

隔
離
す
る
た
め
の
工
事
、

臭
気
及
び
、
粉
じ
ん
な
ど

の
流
出
抑
制
を
図
る
た
め

の
マ
イ
ク
ロ
ミ
ス
ト
噴
霧

装
置
を
設
置
す
る
。

問
　
吉
永
商
会
は
、
２
０

２
８
年
ま
で
年
間
４
千
ト

ン
脱
水
汚
泥
を
熊
本
市
か

ら
受
注
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
今
後
堆
肥
化
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
と
思
う
か

答
　
民
間
企
業
の
個
別
事

案
に
答
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
法
令
な
ど
に
基

づ
き
適
切
に
行
わ
れ
る
と

思
う
。

問
　
芦
北
山
林
の
公
道
で

拾
っ
た
吉
永
商
会
の
堆
肥

を
分
析
セ
ン
タ
ー
に
出
し

た
と
こ
ろ
、
有
害
物
質
が

基
準
値
を
超
え
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
が
市
民
の
不

安
を
払
拭
す
る
た
め
市
独

自
で
分
析
す
る
考
え
は
な

い
か

答
　
熊
本
県
が
廃
棄
物
に

該
当
し
な
い
と
言
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
独
自
で

は
行
わ
な
い
。

風
力
発
電
の
計
画
予

定
で
あ
る（
仮
称
）肥

薩
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

の
環
境
影
響
評
価
法

に
お
け
る
、
現
段
階
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
準
備
書
が
公
表
さ
れ

て
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
時

間
が
経
過
し
た
の
か

答
　
約
2
年
７
か
月
が
経

過
し
た
。

問
　
業
者
か
ら
は
、
進
捗

状
況
に
つ
い
て
説
明
は
あ

る
の
か

答
　
ク
マ
タ
カ
等
に
係
る

第
２
回
の
環
境
配
慮
検
討

会
を
令
和
７
年
度
中
に
検

討
し
て
い
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

問
　
説
明
会
も
な
く
評
価

書
が
出
た
場
合
、
市
は
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か

答
　
準
備
書
へ
の
市
長
意

見
及
び
、
鹿
児
島
県
知
事

意
見
に
対
し
「
評
価
書
」

が
ど
の
よ
う
に
回
答
し
て

い
る
か
精
査
し
、
そ
の
結

果
を
他
の
手
続
に
反
映
さ

せ
る
。

スローフードを生かしたまちづくりを

（I's 水俣）
藤本　寿子
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議員
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小
中
学
校
で
の
生
理

用
品
の
設
置
に
つ
い
て

問
　
小
中
学
校
で
の
生
理

用
品
の
設
置
に
つ
い
て
、

現
在
の
取
組
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

答
　
市
内
全
小
中
学
校
で

保
健
室
で
生
理
用
品
を
常

備
し
て
お
り
、
児
童
生
徒

が
必
要
な
と
き
に
は
、
保

健
室
に
来
て
各
種
相
談
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
直

接
配
布
を
行
う
よ
う
に
し

て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
の
設
置
を
望

む
声
が
あ
る
こ
と
を
把
握

し
て
い
る
か

答
　
現
在
の
と
こ
ろ
、
学

校
か
ら
は
、
児
童
生
徒
・

保
護
者
か
ら
生
理
用
品
を

ト
イ
レ
に
設
置
し
て
ほ
し

い
と
望
む
声
が
あ
っ
た
と

い
う
報
告
は
あ
が
っ
て
い

な
い
。

問
　
設
置
を
望
む
声
と
し

て
、
児
童
生
徒
た
ち
の
現

状
や
実
際
の
声
を
こ
れ
ま

で
の
一
般
質
問
で
も
伝
え

続
け
て
き
た
。
保
護
者
か

ら
の
声
も
直
接
伝
え
て
い

る
。
全
国
的
に
も
熊
本
県

内
で
も
、
学
校
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
す
る

取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。

内
閣
府
・
男
女
共
同
参
画

局
は
、
取
組
が
広
が
れ
ば

と
『「
生
理
の
貧
困
」
に

係
る
地
方
公
共
団
体
の
取

組
』
に
つ
い
て
最
新
の
調

査
結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

ま
た
熊
本
県
教
育
委
員
会

は
、
児
童
生
徒
に
生
理
用

品
の
設
置
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
県

立
学
校
の
取
組
を
参
考
に

す
る
よ
う
通
知
を
出
し
て

い
る
。
こ
の
通
知
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
生
理
用

品
設
置
の
ニ
ー
ズ
や
困
り

事
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か

答
　
現
在
、
生
理
に
関
す

る
相
談
や
困
り
事
は
児
童

生
徒
が
直
接
保
健
室
に
行

く
か
、
担
任
を
通
し
て
養

護
教
諭
に
つ
な
ぎ
、
体
調

や
生
活
状
況
の
確
認
な
ど

保
健
指
導
も
兼
ね
て
対
面

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
相

談
対
応
を
し
て
お
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
な
い
た
め
そ

の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
過
去
３
回
に
わ
た
っ

て
質
問
し
て
き
た
が
、
結

局
今
の
対
応
で
は
児
童
生

徒
の
困
っ
て
い
る
現
状
は

把
握
さ
れ
て
い
な
い
。
子

供
た
ち
の
生
理
で
の
困
り

事
に
も
っ
と
真
剣
に
寄
り

添
い
、
学
校
で
生
理
が
始

ま
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
、

手
に
取
れ
る
場
所
に
生
理

用
品
が
あ
る
こ
と
は
、
子

供
た
ち
の
人
権
や
健
康
、

時
間
的
制
約
の
面
か
ら
教

育
機
会
の
保
障
に
も
つ
な

が
る
。
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し

て
は
ど
う
か
と
思
う
が
い

か
が
か

答
　
本
市
で
は
、
全
て
の

学
校
で
保
健
室
に
生
理
用

品
を
常
備
し
、
相
談
等
の

保
健
指
導
も
兼
ね
て
対
応

し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
学
校
か
ら
は
設
置
の

要
望
に
つ
い
て
の
報
告
は

な
い
た
め
、
現
時
点
で
、

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
設
置
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

小中学校のトイレに生理用品の設置を

（日本共産党）
平岡　朱
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議員 市
有
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

問
　
現
在
、
普
通
財
産
と

な
っ
て
い
て
、
売
却
予
定

の
市
有
地
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
か

答
　
宅
地
が
３
件
あ
る
。

問
　
購
入
希
望
者
が
多
数

の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
形

で
購
入
者
が
決
ま
る
の
か

答
　
最
低
売
却
価
格
等
を

決
定
し
、
競
争
入
札
を

行
っ
た
上
で
、
最
も
高
い

金
額
を
提
示
し
た
方
を
購

入
者
と
す
る
。

問
　
旧
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
旧
恵
愛
園
は
現

在
、
行
政
財
産
と
な
っ
て

い
る
が
、
普
通
財
産
に
変

え
て
売
却
す
る
考
え
は
な

い
か

答
　
ほ
か
の
公
共
利
用
の

可
能
性
が
な
い
か
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
普
通
財

産
に
変
え
て
売
却
す
る
こ

と
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

問
　
既
存
の
建
物
の
解
体

も
含
め
ど
の
よ
う
な
形
で

の
売
却
を
考
え
て
い
る
か

答
　
財
政
上
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
既
存
の
建

物
を
含
め
て
の
売
却
を
念

頭
に
検
討
す
る
。

先
端
環
境
技
術
等
開

発
促
進
事
業
に
つ
い

て問
　
先
端
環
境
技
術
等
開

発
促
進
補
助
金
と
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か

答
　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
株
式
会
社
が

行
う
先
進
的
な
環
境
技
術

の
開
発
の
た
め
の
取
組
を

補
助
金
に
よ
り
支
援
す
る

も
の
で
、「
ペ
ロ
ブ
ス
カ

イ
ト
太
陽
電
池
」
と
「
下

水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
の

２
つ
の
実
証
実
験
を
行
う
。

問
　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
の
実
証
実
験
は
ど

こ
で
行
う
の
か

答
　
Ｊ
Ｎ
Ｃ
株
式
会
社
水

俣
製
造
所
と
市
役
所
庁
舎

の
２
か
所
で
実
施
す
る
。

問
　
補
助
を
す
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
を
期
待

す
る
か

答
　
同
社
の
収
益
を
改
善

し
、
地
域
振
興
や
被
害
者

補
償
の
確
か
な
継
続
に
も

つ
な
が
り
、
水
俣
の
環
境

再
生
へ
の
取
組
を
改
め
て

発
信
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。

学
校
図
書
館
に
つ
い

て問
　
各
学
校
図
書
館
の
利

用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か

答
　
令
和
６
年
度
の
小
学

校
の
貸
出
冊
数
は
11
万
８

５
１
２
冊
、
中
学
校
は
７

５
３
０
冊
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
最
も
多
く
本
を

借
り
た
の
が
小
学
生
が
７

９
５
冊
、
中
学
生
が
２
４

６
冊
だ
っ
た
。

問
　
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
、
児
童
・
生
徒
に

対
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
か

答
　「
朝
読
書
」
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
等
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
読
書
の
方
法
と
し
て

丹
田
音
読
法
が
あ
る
。
こ

れ
は
へ
そ
下
３
寸
あ
た
り

の
と
こ
ろ
か
ら
一
音
、
一

音
長
く
伸
ば
し
て
発
声
す

る
こ
と
で
、
右
脳
を
刺
激

し
記
憶
力
が
上
が
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
音
読
の
効
果
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か

答
　
視
覚
と
聴
覚
を
同
時

に
使
う
た
め
脳
が
活
性
化

し
、
記
憶
力
や
理
解
力
を

向
上
さ
せ
る
有
効
な
手
段

と
考
え
る
。
特
に
、
複
雑

な
文
章
を
理
解
す
る
上
で
、

接
続
詞
や
文
の
流
れ
を
意

識
し
や
す
く
な
り
、
文
章

全
体
の
理
解
が
深
ま
る
と

思
う
。

問
　
学
校
司
書
等
に
係
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
負
担
に
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
市
と
し

て
、
今
後
ど
う
す
る
の
か

答
　
会
費
に
よ
る
人
件
費

の
負
担
が
厳
し
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
今
後
の

方
向
性
と
し
て
、
少
子
化

に
よ
る
会
員
減
少
が
続
き
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
予
算
が
厳
し
く

な
る
中
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
学
校
に
お
け
る
子
供

た
ち
の
読
書
活
動
を
維
持

で
き
る
か
、
学
校
側
と
も

相
談
し
、
持
続
可
能
な
体

制
を
整
備
し
て
い
く
。

先端環境技術等開発促進事業として
「ペロブスカイト太陽電池」
「下水サーベイランス」の実証実験

旧高齢者福祉センター

（真志会）
真野　頼隆
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未
来
へ
の
投
資
に
つ

い
て

問
　
本
市
に
お
け
る
、
子

ど
も
施
策
に
つ
い
て
ど
う

か答
　
水
俣
市
で
は
、
新
た

な
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
を
基
本
と

し
、「
全
て
の
こ
ど
も
・

若
者
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、

成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」、「
家
庭
や
子
育
て
に

幸
せ
、
喜
び
を
実
感
で
き

る
環
境
づ
く
り
」、「
地
域

全
体
で
こ
ど
も
・
若
者
を

支
え
る
、
育
て
る
機
運
の

醸
成
」
と
い
う
３
つ
の
方

針
の
も
と
、
妊
娠
期
か
ら

青
年
期
ま
で
切
れ
目
な
く

支
援
を
進
め
て
い
る
。

問
　
水
俣
市
が
行
っ
て
い

る
主
な
施
策
と
そ
の
意
義

を
ど
う
考
え
て
い
る
か

答
　
妊
娠
・
出
産
、
乳
幼

児
期
、
学
齢
期
に
わ
た
り
、

健
康
、
保
育
、
教
育
、
相

談
支
援
、
放
課
後
の
居
場

所
づ
く
り
な
ど
、
総
合
的

な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

日
々
の
丁
寧
な
支
援
の
積

み
重
ね
は
、
子
供
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
る

と
と
も
に
、
将
来
の
地
域

を
支
え
る
力
と
な
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
子
供
を

中
心
に
据
え
た
施
策
を
継

続
し
て
着
実
に
進
め
て
い

く
。

問
　
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
も
含
め
、
さ
ら

な
る
水
俣
高
校
へ
の
支
援

を
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か

答
　
水
俣
高
校
を
は
じ
め

と
す
る
県
立
高
校
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
水
俣
高
校
の
生
徒
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

保
護
者
や
生
徒
の
ニ
ー
ズ

を
捉
え
、
経
済
的
負
担
の

支
援
も
検
討
し
つ
つ
、
地

域
の
特
色
や
水
俣
高
校
独

自
の
強
み
を
生
か
し
、
生

徒
や
保
護
者
か
ら
「
選
ば

れ
る
高
校
」
と
し
て
、
継

続
し
て
水
俣
高
校
の
魅
力

向
上
を
図
る
取
組
み
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

学
校
で
の
読
書
活
動

の
推
進
に
つ
い
て

問
　
市
内
の
小
・
中
学
校

の
読
書
量
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

答
　
学
校
図
書
館
に
お
け

る
年
間
の
貸
出
冊
数
に
つ

い
て
、
小
学
校
は
、
令
和

４
年
度
９
万
２
７
７
６
冊
、

令
和
５
年
度
９
万
４
２
２

２
冊
、
令
和
６
年
度
11
万

８
５
１
２
冊
、
中
学
校
は
、

令
和
４
年
度
１
万
９
６
４

冊
、
令
和
５
年
度
９
７
２

７
冊
、
令
和
６
年
度
７
５

３
０
冊
、
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
文
部
科
学
省
の
定
め

る
学
校
図
書
館
図
書
標
準

の
達
成
状
況
は
ど
う
か

答
　
令
和
７
年
度
の
達
成

状
況
に
つ
い
て
達
成
し
て

い
る
学
校
は
５
校
で
、
全

て
小
学
校
。
未
達
成
の
学

校
は
６
校
で
、
小
学
校
２

校
、
中
学
校
４
校
で
あ
る
。

問
　
学
校
図
書
の
購
入
冊

数
と
予
算
に
つ
い
て
は
ど

う
か

答
　
令
和
４
年
度
か
ら
令

和
６
年
度
ま
で
の
購
入
冊

数
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

は
、
令
和
４
年
度
４
８
４

冊
、
令
和
５
年
度
５
６
６

冊
、
令
和
６
年
度
５
８
８

冊
、
中
学
校
は
、
令
和
４

年
度
３
４
１
冊
、
令
和
５

年
度
３
３
６
冊
、
令
和
６

年
度
３
１
５
冊
。
予
算
に

つ
い
て
、
小
学
校
は
、
令

和
４
年
度
１
２
８
万
４
千

円
、
令
和
５
年
度
１
２
６

万
４
千
円
、
令
和
６
年
度

１
２
５
万
８
千
円
、
中
学

校
は
、
令
和
４
年
度
70
万

２
千
円
、
令
和
５
年
度
73

万
４
千
円
、
令
和
６
年
度

74
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

る
。

問
　
学
校
図
書
館
図
書
標

準
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
、

達
成
に
近
づ
け
る
た
め
の

取
組
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
か

答
　
図
書
の
更
新
に
つ
い

て
は
、
各
校
の
学
校
図
書

館
の
特
性
、
実
情
に
応
じ

行
わ
れ
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
可
能
な
範
囲
で
標
準
と

な
る
冊
数
を
意
識
す
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

子どもの未来を育む環境整備を

（こども未来会）
吉野　誠
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議員 市
内
の
小
中
学
校
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

整
備
体
制
に
つ
い
て

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
や
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
授
業
参
加
に
つ
い

て
、
学
校
現
場
か
ら
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
が

挙
が
っ
て
い
る
か

答
　
機
器
の
設
置
や
調
整

等
に
人
員
を
要
す
る
こ
と

や
配
信
に
お
い
て
子
供
の

声
を
拾
う
こ
と
が
難
し
い

等
の
意
見
が
あ
り
、
機
器

に
関
す
る
技
術
的
支
援
の

要
望
が
あ
っ
て
い
る
。

問
　
教
室
で
学
ぶ
こ
と
が

難
し
い
場
合
で
も
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
が
「
学
び
の
途
切
れ
」

を
防
ぎ
、
学
校
と
の
つ
な

が
り
を
保
つ
有
効
な
手
段

に
な
る
が
、
本
市
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
が
今

後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る

と
の
認
識
は
あ
る
か

答
　
不
登
校
児
童
生
徒
に

限
ら
ず
学
び
を
支
援
す
る

上
で
今
後
さ
ら
に
重
要
と

な
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
教
室
で
の
学
習
が
難

し
い
場
合
で
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
授
業
に
つ
な
が
る

選
択
肢
を
整
え
る
た
め
に

今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
を
進
め

て
い
く
考
え
か

答
　
学
校
が
使
い
や
す
い

機
器
等
へ
の
更
新
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
学
校
現
場
で
の
技
術

的
な
サ
ポ
ー
ト
は
業
者
に

対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

そ
の
よ
う
な
体
制
を
継
続�

・
充
実
し
て
い
く
。

学
校
に
行
け
な
い
児

童
・
生
徒
の
支
援
と

福
祉
と
の
連
携
に
つ

い
て

問
　
学
校
に
行
け
な
い
児

童
・
生
徒
へ
の
支
援
と
し

て
ど
の
よ
う
な
点
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
か

答
　
児
童
生
徒
一
人
一
人

様
々
な
背
景
を
抱
え
て
お

り
、
学
校
だ
け
で
の
支
援

に
は
限
界
が
あ
る
の
で

様
々
な
関
係
機
関
と
い
か

に
連
携
を
図
っ
て
い
く
か

が
課
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
必
要
な
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
、
教
育
と
福
祉

が
連
携
し
て
対
応
し
て
い

く
と
い
う
現
在
の
方
向
性

を
今
後
ど
の
よ
う
に
深
化

さ
せ
て
い
く
考
え
か

答
　
現
在
、
主
に
庁
内
の

関
係
部
局
や
行
政
と
民
間

の
関
係
機
関
に
よ
っ
て
図

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

今
後
は
学
校
と
福
祉
の
連

携
に
つ
い
て
も
、
よ
り
深

め
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て

市
教
育
委
員
会
か
ら
学
校

に
対
し
て
効
果
的
な
情
報

提
供
を
行
い
、
多
面
的
連

携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

写
真
①
挿
入

潜
在
的
な
社
会
的
孤

立（
ひ
き
こ
も
り
状

態
）の
方
々
へ
の
支
援

に
つ
い
て

問
　
潜
在
的
な
社
会
的
孤

立
の
方
々
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ

て
い
る
か

答
　
水
俣
市
生
活
困
窮
者

自
立
相
談
支
援
事
業
と
し

て
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
い
る
。
民

生
委
員
と
の
連
携
に
よ
る

調
査
で
は
令
和
４
年
度
は

14
名
、
令
和
７
年
７
月
時

点
で
は
25
名
が
支
援
対
象

者
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
令
和
４
年
に
内
閣
府

が
行
っ
た
調
査
で
は
広
義

の
ひ
き
こ
も
り
数
は
人
口

の
約
２
％
と
推
計
さ
れ
る

た
め
、
引
き
続
き
継
続
的

な
実
態
把
握
に
努
め
る
。

問
　
全
年
齢
の
支
援
に
大

き
く
役
立
つ
こ
と
か
ら
当

事
者
・
経
験
者
に
よ
る
語

り
の
場
の
開
催
が
考
え
ら

れ
る
が
、
支
援
対
象
者
も

参
加
で
き
る
形
で
の
開
催

を
本
市
で
も
検
討
で
き
な

い
か

答
　「
ひ
き
こ
も
り
支
援

研
修
会
」
や
「
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

に
お
い
て
、
ひ
き
こ
も
り

経
験
者
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
て
お
り
、
支
援
が

必
要
な
方
に
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
な
工
夫
を
検
討

し
た
上
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学校に行けない児童生徒やひきこもりの方が
孤立しないための支援について

（参政会）
肥山　美緒
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５
歳
児
健
診
に
つ
い

て問
　
国
は
、
２
０
２
８
年

度
ま
で
に
５
歳
児
健
診
の

実
施
率
１
０
０
％
を
目
指

し
て
い
る
が
市
の
見
解
は

い
か
が
か

答
　
小
児
科
医
師
の
確
保

が
困
難
で
あ
る
等
の
状
況

か
ら
、
５
歳
児
健
診
は
実

施
し
て
い
な
い
。
５
歳
児

健
診
の
導
入
は
、
医
師
会

等
の
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
、
県
の
支
援
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。

市
営
住
宅
の
連
帯
保

証
人
に
つ
い
て

問
　
家
賃
滞
納
の
状
況
は

答
　
令
和
３
年
度
以
降
、

年
度
単
位
の
滞
納
は
な
い
。

問
　
家
賃
保
証
会
社
の
導

入
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か　

答
　
家
賃
保
証
会
社
の
導

入
に
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
も
の
の
、
低
所
得
者

の
経
済
的
負
担
の
増
加
に

つ
な
が
る
ほ
か
、
年
度
単

位
で
の
滞
納
が
な
い
こ
と
、

緊
急
時
の
安
否
確
認
や
生

活
状
況
の
改
善
等
に
お
い

て
、
連
帯
保
証
人
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
。
現
時

点
で
は
、
導
入
が
必
要
な

状
況
に
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
に
つ
い
て

問
　
現
在
の
補
助
額
が
実

際
の
工
事
費
に
追
い
つ
い

て
お
ら
ず
、
市
民
負
担
が

大
き
い
現
状
を
、
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
か

答
　
合
併
処
理
浄
化
槽
補

助
金
に
は
、
浄
化
槽
本
体

工
事
に
係
る
補
助
基
本
額

と
、
既
存
施
設
の
撤
去
工

事
及
び
ト
イ
レ
以
外
の
水

回
り
に
配
管
す
る
宅
内
配

管
工
事
に
係
る
加
算
額
が

あ
り
、
ま
た
宅
内
配
管
工

事
の
加
算
額
は
30
万
円
を

そ
れ
ぞ
れ
上
限
と
し
て
い

る
。
令
和
８
年
度
か
ら
は
、

撤
去
工
事
及
び
宅
内
配
管

工
事
の
加
算
額
が
そ
れ
ぞ

れ
３
万
円
増
額
す
る
こ
と

が
環
境
省
か
ら
通
知
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
補
助
額

の
増
加
等
、
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

多
様
な
子
ど
も
が
育

つ
環
境
づ
く
り
の
た

め
の
基
金
に
つ
い
て

問
　
従
来
対
象
と
な
ら
な

い
よ
う
な
、
多
様
な
子
供

た
ち
を
支
え
る
た
め
の
基

金
の
創
設
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か

答
　
従
来
の
制
度
で
は
支

援
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た

多
様
な
背
景
を
持
つ
子
供

へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
必

要
に
応
じ
て
基
金
事
業
と

し
て
位
置
づ
け
、
柔
軟
に

対
応
で
き
る
枠
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に

把
握
し
な
が
ら
、
基
金
の

趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
の
充

実
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
企
業
等
か
ら
寄
附
の

意
思
が
具
体
的
に
出
て
い

る
今
、
市
と
し
て
試
行
的

な
基
金
運
用
や
モ
デ
ル
事

業
を
始
め
る
予
定
は
あ
る

か答
　
今
後
、
寄
附
者
に
も

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
意
向
を
踏
ま
え
た
事

業
ス
キ
ー
ム
を
検
討
し
、

こ
ど
も
基
金
の
中
で
適
切

に
活
用
し
て
い
く
。
本
市

で
は
、「
こ
ど
も
基
金
」
を
、

国
が
進
め
る
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」
の
考
え
方
に

沿
っ
た
、
子
供
支
援
の
大

切
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け

て
お
り
、
今
後
も
、
子
供

や
現
場
の
声
、
寄
附
者
の

思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止

め
な
が
ら
、
事
業
の
組
立

て
を
丁
寧
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
部
分

に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。
そ
し
て
、
将
来

水
俣
に
戻
り
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
。

５歳児健診の推進を　

（公明党）
牧下　恭之

2020
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議員 本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
事
業
に
つ
い
て

問
　
主
な
大
会
の
実
績
と

評
価
は
ど
う
か

答
　
国
内
最
高
峰
の
日
本

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー

グ
熊
本
大
会
を
は
じ
め
多

く
の
競
技
が
開
催
さ
れ
、

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

問
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推

進
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
か

答
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
と
共
に
、
モ
ル
ッ

ク
や
公
式
ワ
ナ
ゲ
等
を
積

極
的
に
企
画
し
開
催
し
て

い
る
。

問
　
総
合
体
育
館
の
空
調

整
備
の
反
応
は
ど
う
か

答
　
大
き
な
大
会
も
多
く

開
催
さ
れ
、
平
日
の
利
用

も
含
め
快
適
な
環
境
だ
と

高
評
価
で
あ
る
。

問
　
武
道
館
に
も
空
調
整

備
を
と
要
求
さ
れ
て
い
る

が
、
見
込
み
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か

答
　
工
事
費
の
み
の
概
算

で
約
１
億
２
千
万
円
、
ほ

か
に
物
価
高
騰
・
実
施
設

計
等
加
味
す
る
と
さ
ら
に

膨
ら
む
と
思
わ
れ
る
。

写
真
①
挿
入

問
　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
の
現
状
は
ど
う
か

答
　
八
代
、
水
俣
・
芦
北

地
域
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
協
議
会
を
中
心
に

コ
ー
ス
整
備
や
マ
ッ
プ
作

製
な
ど
取
組
を
進
め
て
い

る
。

問
　
お
れ
ん
じ
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ド
な
ど
多
く
の
参

加
者
が
見
込
ま
れ
る
大
会

も
あ
る
。
各
関
係
者
と
協

力
体
制
が
取
れ
る
か
、
ま

た
、
自
転
車
の
安
全
走
行

の
た
め
の
道
路
維
持
管
理

は
ど
の
よ
う
か

答
　
情
報
共
有
し
地
域
内

で
の
機
運
醸
成
を
図
れ
る

よ
う
協
力
体
制
を
強
化
す

る
。
道
路
整
備
も
市
内
各

地
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、

関
連
部
署
で
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

国
保
水
俣
市
立
総
合

医
療
セ
ン
タ
ー
の
現

状
に
つ
い
て

問
　
最
新
の
設
備
や
高
度

な
医
療
技
術
は
ど
の
よ
う

か答
　
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検

査
の
た
め
の
高
性
能
バ
イ

プ
レ
ー
ン
血
管
撮
影
装
置

や
、
歯
科
用
パ
ノ
ラ
マ
・

Ｃ
Ｔ
撮
影
装
置
、
外
科
で

は
県
下
初
の
多
関
節
構
造

新
規
腹
腔
鏡
手
術
器
具
も

導
入
。
技
術
取
得
に
向
け

ス
タ
ッ
フ
は
研
修
や
実
技

修
練
を
重
ね
て
い
る
。

問
　
メ
グ
セ
ン
タ
ー
に
設

置
の
脳
磁
計
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

役
割
・
体
勢
は
ど
の
よ
う

か
。
現
在
の
稼
働
状
況
は

ど
う
か

答
　
脳
磁
計
は
、
脳
か
ら

発
生
す
る
磁
気
を
計
測
し

神
経
細
胞
の
働
き
を
調
べ

る
も
の
で
、
受
診
者
は
あ

お
向
け
で
寝
て
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
状
態
で
30
分
ほ
ど

の
検
査
を
行
い
、
痛
み
や

身
体
拘
束
、
侵
襲
を
伴
う

も
の
で
は
な
い
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ

も
同
程
度
の
時
間
と
体
勢

で
撮
影
し
脳
の
形
態
や
萎

縮
程
度
な
ど
計
測
す
る
。

メ
グ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

な
い
当
院
の
受
診
者
に
も

利
用
さ
れ
て
お
り
、
毎
年

度
千
件
以
上
の
撮
影
を

行
っ
て
い
る
。

問
　
メ
グ
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
の
状
態
と
今
後
の
活

用
法
は
ど
の
よ
う
か

答
　
水
俣
病
認
定
患
者
の

方
以
外
に
一
般
の
方
も
利

用
さ
れ
て
い
る
。
検
査
結

果
の
説
明
と
生
活
指
導
を

行
い
、
国
水
研
で
は
メ
チ

ル
水
銀
に
よ
る
疫
学
調
査

に
係
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
調
査
に
活
用
さ
れ
て

い
る
。

問
　
た
ま
り
場
の
設
置
に

つ
い
て
の
取
組
は
ど
の
よ

う
か

答
　
病
棟
改
修
工
事
の
完

了
に
合
わ
せ
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
等
伺
い
な
が
ら
検

討
に
加
え
た
い
。

問
　
た
ま
り
場
の
活
用
を

地
域
事
業
に
も
協
力
を
仰

ぎ
、
備
品
や
製
品
の
デ
モ

や
提
供
、
終
活
援
助
や
認

知
症
予
防
・
企
業
支
援
等

で
き
る
と
思
う
が
い
か
が

か答
　
協
力
や
提
供
を
い
た

だ
け
る
の
は
あ
り
が
た
い

の
で
、
検
討
を
進
め
相
談

し
て
い
き
た
い
。

写
真
②
挿
入

▲
昨
年
の
お
れ
ん
じ
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ド
台
湾
チ
ー
ム
の
選
手

スポーツ振興の効果と
医療センターの現状と今後の役割について問う

（真志会）
木戸　理江

▲

歯
科
口
腔
外
科
・
診
察
台
で
は

「
し
ろ
っ
ぱ
く
ん
」
が
出
迎
え
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市議会ホームページから議会の動画や会議録をご覧いただけます！

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「水俣市議会会議録検索」

水俣市議会ホームページから

をクリック！
「議会インターネット中継」

水俣市  議会 検索

Ｑ．質問や答弁の内容を調べたいんだけど？
Ａ. 質問や答弁のキーワードで検索できます！

Ｑ．市議会の様子を見てみたいけど？
Ａ. 当日の中継や過去の議会も見られます！

インターネット中継、会議録検索で不明な点は市議会事務局（TEL61－1661）までお問い合わせください

立
春
を
過
ぎ
、
日
差
し
に
少
し
ず
つ
春
の
気
配

が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 　

先
月
開
催
さ
れ
た
「
二
十
歳
の
集
い
」
で
は
、

晴
れ
着
や
、
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
若
者
た
ち
の

輝
か
し
い
笑
顔
と
、
未
来
へ
の
希
望
に
満
ち
た
姿

に
、
私
た
ち
も
新
た
な
活
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
い
世
代
が
誇
り
を
持
て
る
水
俣
で
あ
り
続
け
た

い
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。 

さ
て
、
2
月
は
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て
重
要
な

選
択
の
と
き
で
す
。
水
俣
市
長
選
挙
な
ら
び
に
国

政
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
や
国
の
行
方
を
決
め
る
大
切
な
一
票
で
す
。
ぜ

ひ
足
を
運
び
、
皆
様
の
意
思
を
投
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。 　

ま
た
、
本
紙
「
議
会
だ
よ
り
」
も
新
し
い
試
み

を
始
め
ま
す
。
次
号
よ
り
、
表
紙
の
写
真
を
市
民

の
皆
様
か
ら
公
募
す
る
制
度
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
皆
様
が
見
つ
け
た
水
俣
の
魅
力
的
な

瞬
間
が
表
紙
を
飾
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
本
紙
の
募
集
案
内
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

寒
暖
差
の
あ
る
折
、
皆
様
も
ど
う
ぞ
御
自
愛
く

だ
さ
い
。

編
集
委
員
（
委
員
は
五
十
音
順
）

委
員
長　

桑
原　

一
知

副
委
員
長　

杉
迫　

一
樹

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　
　
　
　

杉
本　

康
宏

　
　
　
　
　

田
口　

憲
雄

　
　
　
　
　

肥
山　

美
緒

　
　
　
　
　

平
岡　

朱

　
　
　
　
　

吉
野　

誠
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2026年（

令
和
8年
）２
月
1日
発
行

11月	２日	 蘇峰先生顕彰会
	 ５日	 南九州西回り自動車道建設促進大会

（東京都）
	 ６日	 議会運営委員会
	 ７日	 全国市議会議長会産業経済委員会
	 19日	 水俣市表彰式
	 20日	 議会運営委員会
	 27日	 議会運営委員会
		  令和７年第４回水俣市議会定例会開会

各常任委員会
12月	２日	 幸橋下部工新設工事安全祈願祭
	 ７日	 南九州西回り自動車道国道3号線
		  芦北出水道路境川橋（仮称）連結式
	 ９日	 一般質問
	 10日	 一般質問
	 11日	 議会運営委員会
		  一般質問
	 12日	 各常任委員会
		  議会改革特別委員会（陳第６号につ

いて審査、結果は継続審査）
	 15日	 水俣市社会福祉協議会理事会
	 18日	 議会運営委員会

12月18日	 各常任委員会
		  議会だより編集委員会
		  令和７年第４回水俣市議会定例会閉会
１月	７日	 議会だより編集委員会
	 11日	 第76回熊日三太郎駅伝競走大会　
		  令和８年「二十歳の集い」
	 14日	 議会だより編集委員会
	 18日	 八代・天草シーライン構想推進大会（八代市）
	 19日	 議会だより編集委員会
	 21日	 城南七市市議会議長会（上天草市）
	 26日	 令和７年度学校給食週間に伴う水俣市学校

給食フォーラム
	 30日	 第33回熊本県市議会議長会議員研修会（オ

ンライン研修会）

（令和７年11月１日～令和８年１月31日）

議 会 の 主 な 動 き

他市町村からの視察
11月４日	 宮城県石巻市議会
	 環境モデル都市の取組について
11月５日	 東京都新宿区議会
	 遠隔システムを活用した予備健診

実施実証事業について
11月６日	 佐賀県白石町議会
	 環境政策について

22


